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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとにチャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）

　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より外側にあるほど、歳出抑制等により財政構造に弾力性があることを示している。

　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄

●人件費：　これまでから定数削減や給与等の抑制を行ってきたが、類似団体との比較においては人件費に係る経常収支比率が0.7ポイ
ント高くなっている。平成22年度については、地域手当の削減（20～85％）や期末手当の削減（20％）を行うなど、国の給与水準や本市の
財政状況を勘案する中で適正な水準の維持に努めるとともに、事務事業の見直しやアウトソーシングによる執行体制の見直しなど、さらな
る定数削減に努めていく。

●扶助費：　本市は類似団体と比較し、特に生活保護受給者の割合（保護率）が高いことにより、扶助費に係る経常収支比率が突出して高
くなっている。一昨年来の経済不況の影響などにより、生活保護費をはじめとする扶助費は平成２０年度決算からさらに増加することが見
込まれており、本市の財政状況の硬直化の大きな要因となっている。

●公債費：　阪神淡路大震災により多額の市債発行を余儀なくされたことなどから、公債費が増嵩しており、類似団体よりも高くなってい
る。今後も公債費は高い水準で推移することが見込まれることから、『“あまがさき”行財政構造改革推進プラン』を推し進めていく中で、投
資的経費を圧縮するなど、市債発行の抑制に努めつつ公債費の適正な管理を行っていく。

●補助費等：　補助費等に係る経常収支比率が類似団体を上回っているのは、本市では雨水処理に係る経費負担分を補助金として支出
しているためである。なお、企業債償還額の減少などにより、今後の補助額は減少するものと見込まれる。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 35,006,055 76,111 64,671 17.7
賃金（物件費） 1,206,123 2,622 2,999 ▲ 12.6
一部事務組合負担金（補助費等） 12,791 28 1,925 ▲ 98.5
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） 479,893 1,043 1,278 ▲ 18.4
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - 21 -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 1,143,725 2,487 2,235 11.3
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 318,392 692 1,304 ▲ 46.9
▲退職金 ▲ 5,455,232 ▲ 11,861 ▲ 8,475 40.0
合計 32,711,747 71,123 65,958 7.8

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 6.13 6.48 ▲ 0.35
ラスパイレス指数 101.5 100.0 1.5

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。） 16,247,264 35,325 28,087 25.8

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等 83,333 181 63 187.3

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 5,631,210 12,244 12,931 ▲ 5.3
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額 271,253 590 1,089 ▲ 45.8

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額 363,547 790 2,055 ▲ 61.6

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く） 15,165 33 19 73.7

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額 ▲ 13,395,669 ▲ 29,125 ▲ 27,076 7.6

合計 9,216,103 20,038 17,167 16.7
平成21年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体については、「-」としている（以下の項目について同じ。）。
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

40,766,570 88,572 24.7 74,728 29.6 ▲ 4.9

うち単独分 34,381,924 74,701 105.7 59,052 82.8 22.9

29,453,374 64,089 ▲ 27.6 42,513 ▲ 43.1 15.5

うち単独分 25,479,112 55,441 ▲ 25.8 28,218 ▲ 52.2 26.4

15,655,786 34,112 ▲ 46.8 41,476 ▲ 2.4 ▲ 44.4

うち単独分 10,530,550 22,944 ▲ 58.6 27,327 ▲ 3.2 ▲ 55.4

16,932,000 36,921 8.2 41,439 ▲ 0.1 8.3

うち単独分 11,366,992 24,786 8.0 26,115 ▲ 4.4 12.4

15,206,376 33,062 ▲ 10.5 39,208 ▲ 5.4 ▲ 5.1

うち単独分 10,258,037 22,303 ▲ 10.0 24,594 ▲ 5.8 ▲ 4.2

過去５年間平均 23,602,821 51,351 ▲ 10.4 47,873 ▲ 4.3 ▲ 6.1

うち単独分 18,403,323 40,035 3.9 33,061 3.4 0.5
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